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ご注意 

・ 本書の一部、または全部を無断で記載したり、複写することは固くお断りいたします。 

・ 本書の内容に関しまして、将来予告無しに変更することがあります。 

・ 本ソフトウェアの改良変更等により、仕様面において本書の記載事項とが一部異なる場合があります。ご了承

ください。 

・ 本ソフトウェアを他のディスクにコピーしたり（バックアップを目的とする場合を除く）、実行する以外の目的

でメモリにロードすることを固く禁じます。 

・ 株式会社ミマキエンジニアリングの品質規定に定めるものを除き、本製品の使用または使用不能から生ずるい

かなる損害（逸失利益、間接損害、特別損害またはその他の金銭的損害を含み、これらに限定しない）に関し

て一切の責任を負わないものとします。また、株式会社ミマキエンジニアリングに損害の可能性について知ら

されていた場合も同様とします。一例として、本製品を使用してのメディア（ワーク）等の損失、メディアを

使用して作成された物によって生じた間接的な損失等の責任負担もしないものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Adobe、Adobe ロゴ、Photoshop、Illustrator および PostScript は、アドビシステムズ社の商標の米国ならびに他

の国における商標または登録商標です。  

Apple、Macintosh、Mac OS、Mac OSX は、米国および他の国々で登録された Apple Inc.の商標です。 

Microsoft、Windows、Windows XP、Windows Vista、Windows 7 は、Microsoft Corporation の米国およびその他の

国における登録商標または商標です。 

その他、本書に記載されている会社名、および商品名は、各社の商標または登録商標です。 
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 ご使用の前に 

 

１－１．関連マニュアル 

  本書に記載されている説明は、プリンタおよび RasterLinkPro5 のセットアップが完了していることを前提に説

明しています。本書をお読みになる前に以下の関連マニュアルをお読みいただき、必要なセットアップ等を済ま

せておいてください。マニュアルの最新版は、弊社ホームページからもダウンロードできます。 

 

① 各プリンタの「取扱説明書」 

プリンタの操作やメンテナンスなどの取り扱いについて説明しています。 

 

② 各プリンタの「日常のお手入れのお願い」 

プリンタをより良い状態でお使いいただくための、日常のお手入れについて説明しています。 

 

③ RasterLinkPro5 の「インストールガイド」 

   RasterLinkPro5 のインストールの方法と設定方法を説明しています。 

 

④ RasterLinkPro5 の「リファレンスガイド」 

プリンタ共通編と各プリンタ編に分かれて、機能および操作方法など、RasterLinkPro5 を使用していく上で

必要な設定項目について説明しています。 

 

１－２．デバイスプロファイルのインストール 

  RasterLinkPro5 インストール直後は、必要最低限のデバイスプロファイルのみインストールされています。そ

の他のデバイスプロファイルを、製品添付のプロファイルＣＤ，MIMAKI のダウンロードページ

（http://www.mimaki.co.jp/japanese/download/）または RasterLinkPro5 の[プロファイルアップデート]より入

手し、インストールしてください。 
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第１章  クリアコートを使った特殊印刷の種類 

  クリアコートを使った特殊印刷には、以下の種類があります。 

 

２－１．グロス調印刷 

最初にカラーデータを印刷します。次にクリアコートを UV 照射しないで印刷し、後から UV照射することで印

刷表面が滑らかになり、光沢感のあるグロス調の印刷結果になります。 

メディア

カラー

クリアコート 

 

 

 

 

２－２．マット調印刷 

最初にカラーデータを印刷します。次にクリアコートを印刷し、印刷と同時に UV 照射することで、グロス調

印刷とは逆に印刷表面に凹凸が残り、光沢のないマット調の印刷結果になります。 

 

 

 

 

 

２－３．立体感のある印刷 

最初にカラーデータを印刷します。次にクリアコートをマット調印刷で複数回繰返し印刷し、クリアコートの

層を重ねて印字部分に厚みを出すことで、立体感のある印刷結果になります。最後のクリアコートの印刷をグロ

ス調印刷にすることも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
最後のクリアコートの印刷をグロス調印刷に

することも可能です。 
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第２章 RasterLinkPro5 IP でクリアコートを使ったジョブの作成方法  

３－１．ジョブの種類 

クリアコートを使ったジョブを作成するには、「自動クリア版合成」、「カラー画像とクリア版の手動合成」（複

数のジョブをグループ化する）、「クリア版の単独ジョブ」の３つの方法があり、以下の特長があります。 

印刷方法 用意するデータ クリアコートの印刷位置 クリアコートの

印刷濃度 

設定できる特色

の補正方法 

自動クリア版合成 カラー画像 

 

カラー画像の画像全体 

カラー画像の有効画素部分 

0%～100% 

一定濃度 

サイズ補正 

カラー画像とクリア版

の手動合成 

カラー画像 

単色色置換用画像

カラー画像の画像全体 

カラー画像の有効画素部分 

カラー画像の任意の位置 

0%～100% 

元画像の階調に

依存 

サイズ補正 

位置補正 

クリア版の単独ジョブ 単色色置換用画像 任意の位置 0%～100% 

元画像の階調に

依存 

なし 

３－１－１．自動クリア版合成 

“カラー画像”と“カラー画像を元にして自動作成したクリアコートの単色画像（クリア版）”を重なるよう

に印刷します。 

①自動クリア版合成でクリアの印刷領域が有効画素の設定の場合 

 

 

 

 

②自動クリア版合成でクリアの印刷領域が画像全体の設定の場合 

 

 

 

 

・自動特色版合成と組み合わせることも可能です。 

例：自動クリア版合成でクリアの印刷領域が有効画素、自動特色版合成で特色の印刷領域が画像全体の場合 

 

 

 

 

 

例：自動クリア版合成でクリアの印刷領域が画像全体、特色版合成で特色の印刷領域が画像全体の場合 
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３－１－２．カラー画像とクリア版の手動合成（複数のジョブをグループ化する） 

“カラー画像”と“クリアコートに色置換した単色画像（クリア版）”をグループ化して重なるように印刷し

ます。 

 

①カラー画像とクリア版を手動合成し、任意の位置にクリアコートを印刷する場合 

 

 

 

 

②カラー画像とクリア版を手動合成し、印刷位置によってクリアコートの濃度を変化させる場合 

 

 

 

 

 

・単色画像（クリア版）の作り方により、自動クリア版合成と同様に、カラー画像の“画像全体”または“有

効画素“にクリアコートを印刷することも可能です。 

・特色版（ホワイト）を含めて手動合成することも可能です。 

例：特色版（ホワイト）とカラー画像とクリア版を手動合成し、任意の位置にクリアコートを印刷する場合 

 

 

 

 

 

 

例：特色版（ホワイト）とカラー画像とクリア版を手動合成し、印刷位置によってクリアコートの濃度を変化

させる場合 

メディア

クリアコート

カラー カラー

クリアコート

ホワイト
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３－１－３．クリア版の単独ジョブ 

 “クリアコートに色置換した単色画像（クリア版）”を印刷します。 

 印刷済みの出力物に対して後からクリア版だけを出力する場合に使用します。 

 

①カラー画像とクリア版を事前に印刷したが硬化が不十分の状態 

→後から照射だけを実施する場合 

 

 

カラー画像とクリア版を印刷済みの状態 

（クリア版の硬化が不十分） 

 

 

 

 

②カラー画像とクリア版で厚盛り印刷（印刷 2回）を実施済みの状態。 

→後から表面のクリア版をグロス調印刷する場合（UJF-3042 以外の機種で厚盛り印刷する場合） 

 

 
表面のクリア版をグロス調印刷する 

 

 

メディア

カラー カラー

クリアコート

クリアコート

クリアコート

クリアコート

クリアコート クリアコート
 

 
カラー画像とクリア版で厚盛り印刷（印刷 2 回）

を実施済みの状態 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以降で各ジョブ作成方法を手順に沿って説明します。 
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３－２．自動クリア版合成のジョブを作成する 

 

ジョブ一覧画面で［ファイル］

［開く］を選択し、“カラー画像”

を入力します。 
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入力した“カラー画像”を選択

し、［右クリック］［編集］で［画

像編集画面］を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［印刷条件］でデバイスプロフ

ァイルを選択し、［印刷モード］

でクリアの“特色カラーセット”

を選択します。 

クリアコートは“Cl”で表示し

ます。 

お使いのプリンタとデバイス

プロファイルによって表示内容

が異なるので、お使いの環境に適

した特色カラーセットを選択し

てください。 

“Cl” ：クリアコート１色 

“ClCl” ：クリアコート２色 

“WCｌ” ：ホワイト１色 

 ：クリアコート１色 

“WWClCl” ：ホワイト２色 

 ：クリアコート２色 
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［カラー編集］［特色調整］［特

色版合成］を選択します。 

“自動クリア版合成”を選択し

ます。 

“クリア領域”を選択します。 

 

“印刷濃度”を設定します。 

ヒント 

UJF-3042専用の印刷方法でグロ

ス調印刷する場合、印刷濃度が画

質に影響します。詳細は、「４－４ 

UJF-3042 のグロス調印刷に関する

注意事項」を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お使いのプリンタの特色カラーにホワイトイ

ンクがある場合、自動特色版合成と組み合わせ

て印刷することも可能です。 

 

「ＯＫ」ボタンをクリックしま

す。 

 

ここまでの手順で自動クリア版合成によるクリアコートを使ったジョブの基本設定は完了です。 

この後、クリアコートの特殊印刷の詳細を設定します。特殊印刷の種類ごとに以下の章を参照してください。 

グロス調印刷  ・・・・・・・・３－２－１ 「グロス調の印刷をする」（全機種共通の印刷方法） 

グロス調印刷  ・・・・・・・・３－２－２ 「グロス調の印刷をする」（UJF-3042 専用の印刷方法） 

マット調印刷  ・・・・・・・・３－２－３ 「マット調の印刷をする」 

立体感のある印刷 ・・・・・・・・３－２－４ 「立体感のある印刷をする」 
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３－２－１．グロス調の印刷をする（全機種共通の印刷方法） 

クリアコートをグロス調で印刷する方法を説明します。（ここでは、３－２「自動クリア版合成のジョブを作

成する」で説明した基本設定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 ① 選択

② 選択

③ 選択

④ 選択 ⑤ 選択

⑥ 選択

⑦ クリック

“クリアコートの照射モード”

で“照射しないで印刷”を選択し

ます。 

  

“印刷”を“１回”に設定しま

す。 

 

“照射”の回数と“照度”を任

意に設定します。 

 

 

“照射しないで印刷”を選択す

ると、クリアコートを UV 照射しな

いで吐出だけするデータ（印刷デ

ータ）がプリンタに出力されます。

その後、クリアコートを印刷しな

いで UV 照射だけするデータ（照射

データ）がプリンタに出力―され

ます。“印刷データ“と”照射デー

タ“は画面で設定された回数分出

力されます。 

ヒント 

 

［OK］ボタンを選択して画像編

集画面を終了します。 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 
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３－２－２．グロス調の印刷をする（UJF-3042 専用の印刷方法） 

クリアコートをグロス調で印刷する方法を説明します。（ここでは、３－２「自動クリア版合成のジョブを作

成する」で説明した基本設定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 

“クリアコートの照射モード”

で“グロス調印刷”を選択します。 

 

“追加照射”の回数と“照度”

を任意に設定します。 

 

グロス調印刷は、UV ランプを部

分的に消灯するように制御してい

る為、クリアコートの硬化が不十

分になることがあります。追加照

射の回数を 1～3回指定し、後から

硬化することが可能です。 

ヒント 

 

［OK］ボタンをクリックして画

像編集画面を終了します。 

 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 

 

 

 

① 選択

② 選択

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                               

15/65 

３－２－３．マット調の印刷をする 

マット調で印刷する方法を説明します。（ここでは、３－２「自動クリア版合成のジョブを作成する」で説明

した基本設定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 

“クリアコートの照射モード”

で“マット調印刷”を選択します。 

 “照度”を任意に設定します。 

 

“追加照射”の回数と“照度”

を任意に設定します。 

 

クリアコートの濃度によって硬

化が不十分になることがあります。

この場合、照度を高く設定してく

ださい。または、追加照射の回数

を 1～3回指定し、後から硬化する

ことが可能です。 

① 選択

② 選択

③ 選択

④ 選択 ⑤ 選択

⑦ クリック

⑥ 選択

ヒント 

 

［OK］ボタンを選択して画像編

集画面を終了します。 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 

 

 

 

① 選択

② 選択
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３－２－４．立体感のある印刷をする 

立体感のある印刷を説明します。（ここでは、３－２「自動クリア版合成のジョブを作成する」で説明した基

本設定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 

“クリアコートの照射モード”

で“厚盛り印刷”を選択します。 

“照度”を任意に設定します。 

 

“印刷回数”を１～９回任意に

選択します。 

 

印刷回数が多いほど立体感のあ

る印刷結果になります。 

 

 

お使いのプリンタが UJF-3042

の場合、“グロス調”を任意に選択

し、最後のクリアコートの印刷方

法を指定することが可能です。 

選択 ：グロス調印刷 

非選択：マット調印刷 

“グロス調“を選択する場合、

印刷濃度と印刷回数が画質に影響

し ま す 。 詳 細 は 、「 ４ － ４ 

UJF-3042 のグロス調印刷に関する

注意事項」を参照してください。 

UJF-3042以外のプリンタをお使

いの場合、複数のジョブを組み合

わせることで同様の印刷が可能で

す。詳細は 4-3-4.2 章を参照して

ください。 

ヒント 

ヒント 

 

“追加照射”の回数と“照度”

を任意に設定します。 
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クリアコートで立体感を表現す

る為複数回印刷すると硬化が不十

分になることがあります。この場

合、照度を高く設定してください。

または、追加照射の回数を 1～3回

指定し、後から硬化することが可

能です。 

ヒント 

① 選択

② 選択

 

［OK］ボタンを選択して画像編

集画面を終了します。 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 
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３－３．手動合成のジョブを作成する（複数のジョブをグループ化する） 

 

［ジョブ一覧］で［開く］を選

択し、“カラー画像”を入力します。 

 

［ジョブ一覧］で［開く］を選

択し、“クリアコートに色置換する

画像”（クリア版）を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 
② 選択

③ 選択

④ 選択

⑤ 選択

⑥ クリック
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“カラー画像”と“クリアコー

トに色置換する画像”を選択し、

［右クリック］［合成］で［画像編

集画面］を表示します。 

 

特色版の画像を入力し、特色版、

カラー版、クリア版の順に合成す

ることも可能です。 

 

ヒント 

① 選択

② 右クリック

③ 選択

 

 

 

 

 

 

 

 

［印刷条件］でデバイスプロフ

ァイルを選択し、［印刷モード］

でクリアの“特色カラーセット”

を選択します。 

クリアコートは“Cl”で表示し

ます。 

お使いのプリンタとデバイス

プロファイルによって表示内容

が異なるので、お使いの環境に適

した特色カラーセットを選択し

てください。 

“Cl” ：クリアコート１色 

“ClCl” ：クリアコート２色 

“WCｌ” ：ホワイト１色 

 ：クリアコート１色 

“WWClCl” ：ホワイト２色 

 ：クリアコート２色 
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［カラー編集］［色置換］を選択

し、“クリアコートに色置換する画

像”をサムネイルリストで選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色置換定義ファイルを追加し、

“単色色置換を設定する”を選択

し、“ブラック“を“クリア“に置

換し、［更新］ボタンを押下します。 

 

ヒント 

UJF-3042専用の印刷方法でグロ

ス調印刷する場合、“クリアコート

に色置換する画像”の濃度がグロ

ス調の画質に影響します。詳細は、

「４－４ UJF-3042 のグロス調印

刷に関する注意事項」を参照して

ください。 

 

「ＯＫ」ボタンをクリックしま

す。 

 

ここまでの手順で手動合成（複数のジョブをグループ化する）によるクリアコートを使ったジョブの基本設定

は完了です。この後、クリアコートの特殊印刷の詳細を設定します。特殊印刷の種類ごとに以下の章を参照して

ください。 

グロス調印刷  ・・・・・・・・３－３－１ 「グロス調の印刷をする」（全機種共通の印刷方法） 

グロス調印刷  ・・・・・・・・３－３－２ 「グロス調の印刷をする」（UJF-3042 専用の印刷方法） 

マット調印刷  ・・・・・・・・３－３－３ 「マット調の印刷をする」 

立体感のある印刷 ・・・・・・・・３－３－４ 「立体感のある印刷をする」 
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３－３－１．グロス調の印刷をする（全機種共通の印刷方法） 

クリアコートをグロス調で印刷する方法を説明します。（ここでは、３－３「手動合成のジョブを作成する」（複

数のジョブをグループ化する）で説明した基本設定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 

“クリアコートの照射モード”

で“照射しないで印刷”を選択し

ます。 

  

“印刷”を“１回”に設定しま

す。 

 

“照射”の回数と“照度”を任

意に設定します。 

 

 

“照射しないで印刷”を選択す

ると、クリアコートを UV 照射しな

いで吐出だけするデータ（印刷デ

ータ）がプリンタに出力されます。

その後、クリアコートを印刷しな

いで UV 照射だけするデータ（照射

データ）がプリンタに出力―され

ます。“印刷データ“と”照射デー

タ“は画面で設定された回数分出

力されます。 

 

［OK］ボタンを選択して画像編

集画面を終了します。 

 

 

 

 

 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 

 

① 選択

② 選択

③ 選択

④ 選択 ⑤ 選択

⑥ 選択

⑦ クリック
ヒント 
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３－３－２．グロス調の印刷をする（UJF-3042 専用の印刷方法） 

クリアコートをグロス調で印刷する方法を説明します。（ここでは、３－３「手動合成のジョブを作成する」（複

数のジョブをグループ化する）で説明した基本設定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 

“クリアコートの照射モード”

で“グロス調印刷”を選択します。 

  

“追加照射”の回数と“照度”

を任意に設定します。 

 

グロス調印刷は、UV ランプを部

分的に消灯するように制御してい

る為、クリアコートの硬化が不十

分になることがあります。追加照

射の回数を 1～3回指定し、後から

硬化することが可能です。 

ヒント 

 

［OK］ボタンをクリックして画

像編集画面を終了します。 

 

 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 

 

 

 

① 選択

② 選択
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３－３－３．マット調の印刷をする 

マット調で印刷する方法を説明します。（ここでは、３－３「手動合成のジョブを作成する」（複数のジョブを

グループ化する）で説明した基本設定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 

“クリアコートの照射モード”

で“マット調印刷”を選択します。 

 “照度”を任意に設定します。 

 

“追加照射”の回数と“照度”

を任意に設定します。 

 

クリアコートの濃度によって硬

化が不十分になることがあります。

この場合、照度を高く設定してく

ださい。または、追加照射の回数

を 1～3回指定し、後から硬化する

ことが可能です。 

 

［OK］ボタンを選択して画像編

集画面を終了します。 

 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 

 

① 選択

② 選択

③ 選択

④ 選択 ⑤ 選択

⑦ クリック

⑥ 選択

ヒント 

① 選択

② 選択
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３－３－４．立体感のある印刷をする 

立体感のある印刷を説明します。（ここでは、３－３「手動合成のジョブを作成する」（複数のジョブをグルー

プ化する）で説明した基本設定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 

“クリアコートの照射モード”

で“厚盛り印刷”を選択します。 

“照度”を任意に設定します。 

 

“印刷回数”を１～９回任意に

選択します。 

 

印刷回数が多いほど立体感のあ

る印刷結果になります。 

 

ヒント 

 

お使いのプリンタが UJF-3042

の場合、“グロス調”を任意に選択

し、最後のクリアコートの印刷方

法を指定することが可能です。 

選択 ：グロス調印刷 

非選択：マット調印刷 

“グロス調“を選択する場合、

印刷濃度と印刷回数が画質に影響

し ま す 。 詳 細 は 、「 ４ － ４ 

UJF-3042 のグロス調印刷に関する

注意事項」を参照してください。 

UJF-3042以外のプリンタをお使

いの場合、複数のジョブを組み合

わせることで同様の印刷が可能で

す。詳細は 4-3-4.2 章を参照して

ください。 

 

ヒント 

“追加照射”の回数と“照度“を

任意に設定します。 
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クリアコートで立体感を表現す

る為複数回印刷すると硬化が不十

分になることがあります。この場

合、照度を高く設定してください。

または、追加照射の回数を 1～3回

指定し、後から硬化することが可

能です。 

ヒント 

① 選択

② 選択

 

［OK］ボタンを選択して画像編

集画面を終了します。 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 
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３－４．クリア版の単独ジョブを作成する 

 

［ジョブ一覧］で［開く］を選

択し、“カラー画像”を入力します。 

 

［ジョブ一覧］で［開く］を選

択し、“クリアコートに色置換する

画像”（クリア版）を入力します。 

 

 

 

 

 

 

② 選択

③ 選択

④ 選択

⑤ 選択

⑥ クリック
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 “クリアコートに色置換する

画像”を選択し、［右クリック］［編

集］で［画像編集画面］を表示し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［印刷条件］でデバイスプロフ

ァイルを選択し、［印刷モード］

でクリアの“特色カラーセット”

を選択します。 

② 選択

④ 選択

① 選択

③ 選択

クリアコートは“Cl”で表示し

ます。 

お使いのプリンタとデバイス

プロファイルによって表示内容

が異なるので、お使いの環境に適

した特色カラーセットを選択し

てください。 

“Cl” ：クリアコート１色 

“ClCl” ：クリアコート２色 

“WCｌ” ：ホワイト１色 

 ：クリアコート１色 

“WWClCl” ：ホワイト２色 

 ：クリアコート２色 
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［カラー編集］［色置換］を選択

し、“クリアコートに色置換する画

像”をサムネイルリストで選択し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色置換定義ファイルを追加し、  

“単色色置換を設定する”を選択

し、“ブラック“を“クリア“に置

換し、［更新］ボタンを押下します。 

 

ヒント 

UJF-3042専用の印刷方法でグロ

ス調印刷する場合、“クリアコート

に色置換する画像”の濃度が画質

に影響します。詳細は、「４－４ 

UJF-3042 のグロス調印刷に関する

注意事項」を参照してください。 

 

 

 

「ＯＫ」ボタンをクリックしま

す。 

ここまでの手順でクリア版の単独ジョブの基本設定は完了です。この後、クリアコートの特殊印刷の詳細を設

定します。特殊印刷の種類ごとに以下の章を参照してください。 

グロス調印刷  ・・・・・・・・３－３－１ 「グロス調の印刷をする」（全機種共通の印刷方法） 

グロス調印刷  ・・・・・・・・３－３－２ 「グロス調の印刷をする」（UJF-3042 専用の印刷方法） 

マット調印刷  ・・・・・・・・３－４－２ 「マット調の印刷をする」 

立体感のある印刷 ・・・・・・・・３－４－３ 「立体感のある印刷をする」 
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３－４－１．グロス調の印刷をする（全機種共通の印刷方法） 

クリアコートをグロス調で印刷する方法を説明します。（ここでは、３－４「クリア版の単独ジョブを作成す

る」で説明した基本設定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 ① 選択

② 選択

③ 選択

⑤ 選択

⑦ クリック

⑥ 選択

④ 選択

“クリアコートの照射モード”

で“照射しないで印刷”を選択し

ます。 

  

“印刷”を“１回”に設定しま

す。 

 

“照射”の回数と“照度”を任

意に設定します。 

 

 

“照射しないで印刷”を選択す

ると、クリアコートを UV 照射しな

いで吐出だけするデータ（印刷デ

ータ）がプリンタに出力されます。

その後、クリアコートを印刷しな

いで UV 照射だけするデータ（照射

データ）がプリンタに出力―され

ます。“印刷データ“と”照射デー

タ“は画面で設定された回数分出

力されます。 

ヒント 

 

［OK］ボタンを選択して画像編

集画面を終了します。 

 

 

 

 

 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 
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３－４－２．グロス調の印刷をする（UJF-3042 専用の印刷方法） 

クリアコートをグロス調で印刷する方法を説明します。（ここでは、３－４「クリア版の単独を作成する」で

説明した基本設定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 

“クリアコートの照射モード”

で“グロス調印刷”を選択します。 

  

“追加照射”の回数と“照度”

を任意に設定します。 

 

グロス調印刷は、UV ランプを部

分的に消灯するように制御してい

る為、クリアコートの硬化が不十

分になることがあります。追加照

射の回数を 1～3回指定し、後から

硬化することが可能です。 

ヒント 

 

［OK］ボタンをクリックして画

像編集画面を終了します。 

 

 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 
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３－４－３．マット調の印刷をする 

マット調で印刷する方法を説明します。（ここでは、３－４「クリア版の単独ジョブを作成する」で説明した

基本設定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 

“クリアコートの照射モード”

で“マット調印刷”を選択します。 

 “照度”を任意に設定します。 

 

“追加照射”の回数と“照度”

を任意に設定します。 

 

クリアコートの濃度によって硬

化が不十分になることがあります。

この場合、照度を高く設定してく

ださい。または、追加照射の回数

を 1～3回指定し、後から硬化する

ことが可能です。 

① 選択

② 選択

③ 選択

④ 選択 ⑤ 選択

⑦ クリック

⑥ 選択

ヒント 

 

［OK］ボタンを選択して画像編

集画面を終了します。 

 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 
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３－４－４．立体感のある印刷をする 

立体感のある印刷を説明します。（ここでは、３－４「クリア版の単独ジョブを作成する」で説明した基本設

定が完了している前提とします。） 

 

［印刷条件］［UV モード］を選

択します。 

“クリアコートの照射モード”

で“厚盛り印刷”を選択します。 

“照度”を任意に設定します。 

 

“印刷回数”を１～９回任意に

選択します。 

 

印刷回数が多いほど立体感のあ

る印刷結果になります。 

 

ヒント 

 

お使いのプリンタが UJF-3042

の場合、“グロス調”を任意に選択

し、最後のクリアコートの印刷方

法を指定することが可能です。 

選択 ：グロス調印刷 

非選択：マット調印刷 

“グロス調“を選択する場合、

印刷濃度と印刷回数が画質に影響

し ま す 。 詳 細 は 、「 ４ － ４ 

UJF-3042 のグロス調印刷に関する

注意事項」を参照してください 

UJF-3042以外のプリンタをお使

いの場合、複数のジョブを組み合

わせることで同様の印刷が可能で

す。詳細は 4-3-4.2 章を参照して

ください。 

ヒント 

 

“追加照射”の回数と“照度”

を任意に設定します。 

 

 

 

 



                               

33/65 

 

 

クリアコートで立体感を表現す

る為複数回印刷すると硬化が不十

分になることがあります。この場

合、照度を高く設定してください。

または、追加照射の回数を 1～3回

指定し、後から硬化することが可

能です。 

［OK］ボタンを選択して画像編

集画面を終了します。 

 

［ジョブ一覧］でジョブを選択

し、［右クリック］[RIP 後印刷]を

選択し、印刷を実行します。 

 

ヒント 
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第３章 補足説明 

４－１．その他のクリアコートの設定 

クリアコートの UV 照射モードには、ここまでに説明していないいくつかの設定があります。各設定について

補足説明します。 

① 操作パネル設定値 

② 照射のみ 

４－１－１. 操作パネル設定値 

“操作パネル設定値”を選択した場合、プリンタ本体の“LED UV 装置”のモードに従って動作します。 

熱に弱いメディアを使用するときや、クリーニング中のテスト作図などで LED UV を点灯させたくないときな

どに使用します。 

 

例：カラーを事前に印刷し、プリンタ本体の“LED UV 装置”のモードを“OFF”に設定した場合 

 

 

UV 照射しないでクリアコートが印刷される  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーブル

A
Yバー

Forward

① （ クリアコート 操作パネル設定値 ）

処理フロー

印刷方向

カラーを事前に印刷しておく 
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４－１－２. 照射のみ 

“照射のみ”を選択した場合、UV 照射だけのデータが出力されます。グロス調印刷で、追加照射 1回で印刷し

たが、硬化が不十分だった場合などに使用すると便利です。 

 

例：照射だけの場合 

 

UV 照射を実施して硬化させる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グロス調印刷を実施したが、硬化

が不十分だった 
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４－２．クリアコートに色置換する単色色置換用画像（クリア版）の作成方法 

クリアコートに色置換するデータの作成方法について説明します。 

４－２－１. Illustrator でスウォッチのパターンから単色色置換用画像（クリア版）を作成する。 

カラー画像の画像全体または一部分にクリアコートをテクスチャーパターンで印刷する為のデータ（以降、ク

リア版と記します。）生成手順を説明します。 

以下の説明では単純な長方形にテクスチャーパターンを印刷するクリア版を作成します。 

 

新規ドキュメントで、“長方形ツ

ール”を選択し、任意の長方形を

作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ウィンドウ］［スウォッチライ

ブラリ］［パターン］から任意のパ

ターンを選択します。 

ここでは、［装飾］［装飾_幾何学

模様１］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                

37/65 

               

長方形のオブジェクトを選択し、

“線”を“色無し“、”塗り“に任

意のパターンのモノクロを設定し

ます。 

ここでは、“六角形（タイル）“を

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ファイル］［名前を付けて保

存］を選択し、ファイルで保存し

ます。 

パターンを使ったクリア版の作成は以上の手順で完了です。作成したクリア版は、「３－３ カラー画像とク

リア版の手動合成のジョブを作成する（複数のジョブをグループ化する）」または｢３－４ クリア版の単独ジョ

ブを作成する｣で説明した方法でお使いください。 

 

ヒント 

 パターンを使って印刷する場合、厚盛り印刷で印刷回数を 2回程度に設定すると、パターンが立体化し、効

果的に印刷できます。 
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４－２－２．Illustrator でカラー画像から単色色置換画像（クリア版）を作成する。 

４－２－２．１ クリア版データの作成 

カラー画像の一部分にクリアコートを印刷したい場合に、カラー画像を元にクリアコートに色置換する画像

（以降、クリア版と記します）を生成する手順を説明します。 

以下の説明ではカラー画像の中央の文字（“Mimaki”）だけにクリアコートを印刷するクリア版を作成します。 

 

カラー画像を全選択し、［右クリ

ック］［グループ］を選択します。 
全てのオブジェクト
を選択する

 

 
② 選択

 

 

 

 

 ① 選択

 

 

 

 

 

 

 

［編集］［コピー］でカラー画像

をコピーしておきます。 

 

① 選択 
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“レイヤー”の新規作成を選択

し、コピーしたカラー画像を［編

集］［ペースト］で新規レイヤーに

貼り付けます。 

② [編集][ペースト]

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 選択

新規レイヤーが作成
２されレイヤー が現

在のレイヤーになり
。ます 

コピーしたカラー画像が
２レイヤー に表示されま

。す 
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“カラー画像”と“コピーした

カラー画像”を両方選択し、水平、

垂直方向に整列させて位置を合わ

せます。 
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“コピーしたカラー画像”を選

択し、［右クリック］［グループ解

除］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“レイヤー２”の“Mimaki”の

文字を除くオブジェクトを選択し、

“バケツ”ボタンをクリックして

削除します。 ① 選択① 選択

② クリック
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”Mimaki”の文字以外は
。削除される 

黒く見えている文字が
クリアリキットを印刷

する部分

 “コピーしたカラー画像”に

“Mimaki”の文字だけが残ってい

ることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“Mimaki”の文字の“線”と“塗

り”にＫ単色を入力する。（ここで

入力した濃度でクリアコートを印

刷するので任意の濃度を指定して

ください。） 

① 選択

② K100%を入力

ヒント 

グロス調印刷する場合、濃度が

グロス調の画質に影響します。濃

度に関する詳細は、「４－４ グロ

ス調印刷に関する注意事項」を参

照してください。 

 

RasterLinkの単色色置換でＫ版

をクリアコートに色置換する為に

クリアコートの印刷部分は、Ｋの

単色を設定します。 

 

［ファイル］［名前を付けて保

存］を選択し、ＡＩファイルで保

存します。 
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４－２－２．２ カラー画像とクリア版を RasterLink へ出力する 

以下では、作成したデータを RasterLink へ出力する方法を説明します。カラー画像とクリア版を同じサイズ

で印刷し、カラーとクリアコートが正確に重なるようにします。 

 

カラー画像を印刷します。 

［レイヤー２］の“目”のボタ

ンを選択します。 

クリア版が非表示になります。 

 

 

 

 

 
① 選択

 

 

 黒く見えていた文字
。が非表示になります 

 

 

 

［ファイル］[プリント]を選択

し、プリント画面で RasterLink の

プリンタドライバを選択します。 

“用紙サイズ”で“カスタム”

を選択し、任意のサイズを入力し

ます。 

“プリント“ボタンをクリック

します。 
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クリア版を印刷します。 

［レイヤー２］の“目”のボタ

ンを選択します。 

クリア版が表示されます。 

［レイヤー１］の“目”のボタ

ンを選択します。 

カラー画像が非表示になります。 

① 選択

② 選択 

 

 

 

 クリア版のオブジェクト
。だけが表示されます 

 

 

 

［ファイル］[プリント]を選択

し、プリント画面で RasterLink の

プリンタドライバを選択します。 

“用紙サイズ”で“カスタム”

を選択し、“カラー画像”を印刷し

たサイズを入力します。 

“プリント“ボタンをクリック

します。 
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４－３．特殊印刷の設定例と処理フロー 

４－３－１．カラー、クリアコート（グロス調）のケース 

印刷結果断面図 

 

メディア

カラー

（ ）クリアコート グロス調 
 

 

 

 

クリアコートの設定 

 グロス調印刷（全機種共通の印刷方法）の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グロス調印刷（UJF-3042 専用の印刷方法）の設定 
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処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
補足 

・クリア印刷（低 UV 照射）は Reverse 印刷方向固定です。 

・クリア印刷（UV 照射なし）は Forward 印刷方向固定です。 
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４－３－２．カラー、クリアコート（マット調）のケース 

印刷結果断面図 

 

 

 

 

 

クリアコートの設定 

 マット調印刷の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 選択
② 選択

 補足 

・カラー印刷＋クリア同時印刷（UV 照射）は Forward 印刷方向固定です。  
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４－３－３．カラー、クリアコート（厚盛り印刷、表面のクリアコートがマット調）のケース 

印刷結果断面図 

 

 

 

 

 

 

 

クリアコートの設定 

 厚盛り印刷（表面のクリアコートがマット調）の設定 
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処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーブル

A
Yバー

Forward

① ＋ （ ） カラー印刷 クリア同時印刷 UV照射 

テーブル

A
Yバー

Reverse

② （ ） クリア印刷 UV照射 

テーブル

A
Yバー

Forward

③ （ ） クリア印刷 UV照射 

印刷方向

印刷方向

印刷方向

テーブル

A
Yバー

Forward

① （ ） カラー印刷 UV照射 

テーブル

A
Yバー

Forward

③ （ ） クリア印刷 UV照射 

その他のプリンタ

テーブル

A
Yバー

Forward

⑤ （ ） クリア印刷 UV照射 

印刷方向

印刷方向

印刷方向

② 印刷原点へ移動

④ 印刷原点へ移動

UJF-3042

テーブル

A
Yバー

Reverse

④ （ ） UV照射 追加 

印刷方向

テーブル

A
Yバー

Forward

⑦ （ ） クリア印刷 UV照射 

印刷方向

⑥ 印刷原点へ移動

テーブル

A
Yバー

Forward

⑨ （ ） UV照射 追加 

印刷方向

⑧ 印刷原点へ移動

補足 

・カラー印刷＋クリア同時印刷（UV 照射）は Forward 印刷方向固定です。 
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４－３－４．カラー、クリアコート（厚盛り印刷、表面のクリアコートがグロス調）のケース 

４－３－４．１ UJF-3042 専用の印刷方法の場合 

印刷結果断面図 

 

 

 

 

 

 

 

クリアコートの設定 

 厚盛り印刷（表面のクリアコートがグロス調）の設定 
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処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
補足 

・カラー印刷＋クリア同時印刷（UV 照射）は Forward 印刷方向固定です。 

・クリア印刷（低 UV 照射）は Reverse 印刷方向固定です。 
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４－３－４．２ 全機種共通の印刷方法の場合 

厚盛り印刷のジョブとグロス調印刷のジョブを２つ作成し、組み合わせて使用することで表面のクリアコートをグ

ロス調にする。 

印刷結果断面図 

 

 

 

 

 

 

グロス調印刷のジョブで印刷 

厚盛り印刷のジョブで印刷 

 

クリアコートの設定 

厚盛り印刷（表面のクリアコートがマット調）の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

グロス調印刷（全機種共通）の設定 
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処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここから 2つ目のジョブ 

補足 

・カラー印刷＋クリア同時印刷（UV 照射）は Forward 印刷方向固定です。 

テーブル

A
Yバー

Forward

① ＋ （ ） カラー印刷 クリア同時印刷 UV照射 

その他のプリンタUJF-3042

テーブル

A
Yバー

Reverse

② （ ） クリア印刷 UV照射 

印刷方向

印刷方向

A
Yバー

テーブル
Forward

① （ ） カラー印刷 UV照射 

A
Yバー

テーブル
Forward

③ （ ） クリア印刷 UV照射 

テーブル

A
Yバー

Forward

⑤ （ ） クリア印刷 UV照射 

印刷方向

印刷方向

印刷方向

② 印刷原点へ移動

④ 印刷原点へ移動

テーブル

A
Yバー

Forward

③ （ ） クリア印刷 UV照射なし 

テーブル

A
Yバー

Reverse

④ （ ） UV照射 後硬化 

印刷方向

印刷方向

A
Yバー

テーブル
Forward

⑥ （ ） クリア印刷 UV照射なし 

テーブル

A
Yバー

Forward

⑧ （ ） UV照射 後硬化 

印刷方向

印刷方向

⑦ 印刷原点へ移動
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４－３－５．特色(ホワイト)、カラー、クリアコート（グロス調）のケース 

印刷結果断面図 

 

メディア

カラー

（ ）クリアコート グロス調 

（ ）特色 ホワイト 

 

 

 

 

 

クリアコートの設定 

 グロス調印刷（全機種共通の印刷方法）の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グロス調印刷（UJF-3042 専用の印刷方法）の設定 
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処理フロー 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
補足 

・特色（ホワイト）印刷＋カラー同時印刷は Reverse 印刷方向固定です。 

・クリア印刷（低 UV 照射）は Reverse 印刷方向固定です。 

・クリア印刷（UV 照射なし）は Forward 印刷方向固定です。 
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４－３－６．特色(ホワイト)、カラー、クリアコート（マット調）のケース 

印刷結果断面図 

 

 

 

 

 

 

クリアコートの設定 

マット調印刷の設定 

 

 

① 選択
② 選択
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処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

UJF-3042

テーブル

Yバー

Forward

① （ ） （ ） 特色 ホワイト 印刷 UV照射 

テーブル

Yバー

Forward

③ （ ） カラー印刷 UV照射 

その他のプリンタ

印刷方向

印刷方向

② 印刷原点へ移動

テーブル
Yバー

Reverse

① （ ） 特色 ホワイト 印刷
＋ （ ）　　 カラー同時印刷 UV照射 

印刷方向

テーブル

Yバー

Forward

② （ ） クリア印刷 UV照射 

印刷方向

テーブル

Yバー

Forward

⑤ （ ） クリア印刷 UV照射 

印刷方向

④ 印刷原点へ移動

 
補足 

・特色（ホワイト）印刷＋カラー同時印刷（UV 照射）は Reverse 印刷方向固定です。 
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４－３－７．特色(ホワイト)、カラー、クリアコート（立体感＋表面のクリアコートがマット調）のケース 

印刷結果断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリアコートの設定 

 厚盛り印刷（表面のクリアコートがマット調）の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                               

処理フロー 
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補足 

・特色（ホワイト）印刷 

＋カラー同時印刷（UV 照射）は 

Reverse 印刷方向固定です。 
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４－３－８．特色(ホワイト)、カラー、クリアコート（立体感＋表面のクリアコートがグロス調）のケース 

４－３－８．１ UJF-3042 専用の印刷方法の場合 

印刷結果断面図 

 

 

 

 

 

 

 

クリアコートの設定 

 厚盛り印刷（表面のクリアコートがグロス調）の設定 
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処理フロー 

補足 

・特色（ホワイト）印刷＋カラー同時印刷（UV 照射）は Reverse 印刷方向固定です。 

・クリア印刷（低 UV 照射）は Reverse 印刷方向固定です。 
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４－３－８．２ 全機種共通の印刷方法の場合 

厚盛り印刷のジョブとグロス調印刷のジョブを２つ作成し、組み合わせて使用することで表面のクリアコートをグ

ロス調にする。 

印刷結果断面図 

 

 

 

 

 

 

 

クリアコートの設定 

厚盛り印刷（表面のクリアコートがマット調）の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

グロス調印刷（全機種共通）の設定 
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処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここから 2つ目のジョブ 

補足 

・特色（ホワイト）＋カラーは Reverse

印刷方向固定です。 

・クリアコート（グロス調）は Reverse

印刷方向固定です。 
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４－４．UJF-3042 のグロス調印刷に関する注意事項 

メディアについて 

メディアによっては滑らかなグロス調が得られない場合があります。事前にお使いのメディアでグロス調印刷が可

能か確認してください。 

パスについて 

クリアコートをグロス調で印刷するには送り方向の解像度に合わせて最適なパス数で印刷する必要があります。 

RasterLinkPro5 でグロス調印刷／厚盛り印刷で表面をグロス調で印刷する場合、カラー版、特色版（ホワイト）、

厚盛り印刷途中のクリア版（マット印刷）、UV 照射は印刷モードで選択したパス数を使いますが、グロス調で印刷

する時は以下のパスを使って印刷します。（RasterLinkPro5 は自動でパスを変更します。） 

No 送り方向の印刷解像度 パス 

1 600 Dpi 4 

2 900 Dpi 6 

3 1200 Dpi 8 

濃度について 

クリアコートをグロス調で印刷する場合、濃度がグロス調の画質に影響します。また、厚盛り印刷で表面をグロス

調にする場合、印刷回数も関係します。確認した条件の中で推奨する設定値は以下のとおりです。 

 プロファイルのメディア名：Lumirror WhiteBackv3.1 

 インク：LH-100 インク 

その他：LH-100 インクのカラーインクで印刷した上にクリアを吐出した。 

厚盛り印刷（表面をグロス調印刷） グロス調印刷

濃度を低めに抑えた時 濃度 100%の時 

No 印刷解像度 パス 

 

ドットサイズ 

(L,M,S) 

パス 濃度 パス 濃度 印刷回数 パス 濃度 印刷回数 

1 720 x  600VD 16 3,2,1 4 95% 4 95% 2,4,6,8,10 4 100% 2,4,6,8,10

2 720 x  900VD 24 3,2,1 6 70% 6 70% 2,4,6 6 100% NG 

3 720 x 1200VD 32 3,2,1 8 70% 8 70% NG 8 100% NG 

4 1440 x 1200VD 32 3,2,1 8 85% 8 85% NG 8 100% NG 

プロファイルのメディア名：UV-ペット v3.1 

 インク：LH-100 インク 

その他：LH-100 インクのカラーインクで印刷した上にクリアを吐出した。 

厚盛り印刷（表面をグロス調印刷） グロス調印刷

濃度を低めに抑えた時 濃度 100%の時 

No 印刷解像度 パス 

 

ドットサイズ 

(L,M,S) 

パス 濃度 パス 濃度 印刷回数 パス 濃度 印刷回数 

1 720 x  600VD 8 3,2,1 4 95% 4 95% NG 4 100% 2,4,6, 

2 720 x  900VD 12 3,2,1 6 80% 6 80% 4,6,8,10 6 100% NG 

3 720 x 1200VD 16 3,2,1 8 80% 8 80% 2,4 8 100% NG 

4 1440 x 1200VD 16 3,2,1 8 100%    8 100% NG 

青字のパスを選択した場合でもグロス調で印刷する時は RasterLinkPro5 が自動で赤字のパスに変更します。（上記

「パスについて」を参照） 
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４－５．UJF-3042 の厚盛り印刷について 

クリアコートを 100 回重ねて印刷した場合のインクの厚さは以下のとおりです。 

メディア名：Lumirror 

インク使用量 印刷条件 厚み 

インク使用量の最大の条件 プロファイル：UJF30426CLH100_Lumirror_F103025.icc 

解像度：720x900VD 

パス：24 パス 

厚盛り印刷回数：10 回 

ジョブの印刷回数：10 回 

1.6173mm 

インク使用量の最少の条件 プロファイル：UJF30426CLH100_Lumirror_F103117.icc 

解像度：720x1200VD 

パス：32 パス 

厚盛り印刷回数：10 回 

ジョブの印刷回数：10 回 

1.3998mm 

 

メディア名：UV ペット 

 印刷条件 厚み 

インク使用量の最大の条件 プロファイル：UJF30426CLH100_PET_F103024.icc 

解像度：720x900VD 

パス：12 パス 

厚盛り印刷回数：10 回 

ジョブの印刷回数：10 回 

1.6145mm 

インク使用量の最小の条件 プロファイル：UJF30426CLH100_PET_F103144.icc 

解像度：720x600VD 

パス：8パス 

厚盛り印刷回数：10 回 

ジョブの印刷回数：10 回 

1.1038mm 
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